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はじめに 

 
 

� 各種センサーをはじめ、さまざまなテクノロジーの進化により、あらゆるモノがインターネット

につながる loT （Internet of Things） 時代を迎えている。 

� 生活を豊かにするスマートホームは IoT や AI などの技術を駆使して、住む人に、より安全・

安心で快適な暮らしを実現する住まいをさす。 

� スマートホームデバイスのひとつであるスマートスピーカー（ＡＩスピーカー）は搭載された音

声認識機能（音声ＡＩアシスタント）を活用して、音声対話形式により必要な情報を入手した

り、サービスを利用したりできる。世界市場は、２０１９年に１億台を突破、今後の市場予測

では、年率３５％程度の成長が続き、５年後の２０２５年には、１０億台規模に達すると予測

される。日本では世界市場の普及スピードほどではないが、スマートディスプレイやマスコ

ットキャラクタータイプなどを含め着実に普及拡大しており、５年後の２０２５年には、７００万

台規模に達すると予測している。 

� いっぽう、音声ＡＩアシスタントの搭載で注目されるスマートイヤホン（完全ワイヤレスイヤホ

ン）は、アップルのＡｉｒＰｏｄｓの大ヒットにより、市場形成が大きく進んでいる。世界市場にお

ける数量ベースでは、２０１９年、１億台（ユニット）を突破しており、今後２０％超の高成長が

続くものと予測している。同市場には従来のオーディオ企業のほか、アマゾン、グーグルな

どＩＴ大手や、大手補聴器メーカーなども参入している。これはパソコンのＯＳ、スマホのＯＳ

のように、音声ＡＩアシスタントという一種のＯＳがもたらす今後の応用市場の可能性（スマ

ートホーム、車載市場等）をにらみ、いわば将来の覇権を握ろうとして当該市場に臨む参

入企業の姿勢があるとみられる。また音声ＡＩ市場を狙う中国企業の積極的な取り組み（AI

音声アシスタントとして、Baidu DuerOS Voice Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ、Xiaomi Voice Assistants、

Tmall Voice Assistants、 Dingdong Voice Assistants などを開発）も手伝い、世界的な市

場拡大が続いている。これまで世界出荷数量ベースでは、スマートウォッチがウェアラブル

において、シェアトップで推移してきたが、2019 年にヒアラブル（スマートイヤホン）がスマー

トウォッチを逆転。今後、ヒアラブルがウェアラブルをけん引してゆくとみている。 

� ところで、世界のスマートホームの市場規模は 2030 年には 4,050 億ドル（約 44 兆円）規模

が予測されており、スマートスピーカー（スマートディスプレイ含む）や、スマート家電コントロ

ーラ、そしてヒアラブル（スマートイヤホン）などの高機能化が注目される。 

� 現在、スマートホームではシャープ、東芝などがパートナー企業との連携を強め、家電製

品だけでなく、留守宅の管理、防犯対策、家族の見守りのほか、食材の宅配、家電のメン

テナンスなど生活サービスまで提供する動きが出ている。音声ＡＩやクラウドを活用し利用

履歴のデータを学習することで、人に寄り添うサービスを目指している。音声ＡＩの性能向

上とともに、スマートホーム製品をコントロールするスマート家電コントローラや、スマートス

ピーカー、スマホアプリなどがより使いやすくなることが求められる。 

� 未来ビジネス企画では、日本人の持ち味、発想を生かした取り組みが期待される。たとえ

ば、音声ＡＩはＶＯＩ（Ｖｏｉｃｅ ｏｆ Ｉｎｔｒｅｒｆａｃｅ）の観点からも今後重要性が増していくため、

よりいっそう高齢者、消費者の目線を大切にしてゆくことが期待される（意識調査参照）。 

� 当調査報告書は内外の市場動向、実際の需要動向調査をふまえ、スマートスピーカー、ヒ

アラブルデバイス、スマートイヤホン、スマートホーム等の市場分析、市場予測を行ったも

のである。当調査報告書が皆様のビジネス開発、研究開発、製品サービス開発に少しでも

寄与できれば幸いである。 
 

ＡＱＵ先端テクノロジー総研 
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【調査ポイントの一例】 
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スマートホームとスマートスピーカー
そして、ヒアラブルの市場規模
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（ ＡＱＵ先端テクノロジー総研、 N=2,200人、2020年1月調査 ）

利用者別 スマートホーム関心度
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２,２００人 意識調査
（ ＡＱＵ先端テクノロジー総研 2020年1月17日～1月23日 実施 ）

「ワイヤレスイヤホン利用している」

１７.１％

「ワイヤレスイヤホン利用している」
と答えた人の２人に１人は、
スマートホームに関心！

「ワイヤレスイヤホン利用している」と答えた人は、
４９.２％が、スマートホームに関心を持っている。

４９.２％

「スマートホームに関心ある」

 
  

 
                                                    

※ 調査の一部   
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